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算数科教育 

  

数学的な見方・考え方を豊かで確かなものにする算数科学習指導の工夫  
― 見通しと振り返りにおける「算数のアイテム」の活用を通して ― 

  

尾道市立向島中央小学校 村上 友紀 

  

研究の要約 

本研究は、数学的な見方・考え方を豊かで確かなものにする算数科学習指導の工夫について考察したも

のである。文献研究から、数学的な見方・考え方を豊かで確かなものにするためには、働かせる数学的な

見方・考え方を言語化して児童に意識させ、問題解決に取り組ませたり、そのよさを振り返らせたりする

学習指導の工夫が有効であると考えた。そこで、数学的な見方・考え方を短い言葉で可視化した「算数の

アイテム」を活用して、働かせる数学的な見方・考え方を自覚させ、問題解決の見通しをもたせたり、ま

とめのキーワードとして、どのように考え表現したら、よりよく問題解決できたかを振り返らせたりし

た。その結果、児童は自覚した数学的な見方・考え方を自在に働かせて問題解決に向かったり、有効だっ

た方法を次の学習で生かそうとしたりする姿が見られた。このことから、本研究の手立ては数学的な見

方・考え方を豊かで確かなものにするために有効であったことが分かった。 

  

  

Ⅰ 研究題目設定の理由 

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説算数編

（以下「解説」とする。）では、児童が各教科等の

特質に応じた物事を捉える視点や考え方（見方・考

え方）を働かせながら、目標に示す資質・能力の育

成を目指すことが示されている(1)。また「解説」に

は、「「数学的な見方・考え方」は、数学的に考える

資質・能力を支え、方向付けるものであり、算数の

学習が創造的に行われるために欠かせないもの」1)

であり、「算数の学習を通じて、「数学的な見方・考

え方」が更に豊かで確かなものとなっていく」2)と

示されている。 

 所属校の児童アンケートでは「算数は楽しい。」

の質問に否定的回答をした19％の児童の内、半数が

「分からない」、「問題が解けない」ことを理由に挙

げた。また、令和６年度全国学力・学習状況調査の

質問紙において「算数の授業で学習したことを、今

後の学習で活用しようとしていますか。」の所属校

の肯定的回答は79.2％（全国84.6％）であった。こ

れらのことは、算数の学習において、どのような視

点で物事を捉えるかといった数学的な見方や、既習

の知識・技能等を関連付けながら、統合的・発展的

に考えるといった数学的な考え方を働かせることが

できていないことが要因の一つだと考える。自身の

授業を振り返っても、問題場面に出会ってもどこか

ら手をつけて問題解決を始めたらよいかが思い付け

ない児童や、系統性のある学習内容でも、これまで

とのつながりを感じられていないために、計算方法

や問題解決の方法を別々のものと捉えている児童が

いたように感じる。 

そこで本研究では、数学的な見方・考え方を短い

言葉で可視化した「算数のアイテム」を「Ａ数と計

算」領域において活用し、児童に数学的な見方・考

え方を意識させて問題解決に取り組ませたり、その

有用性を振り返らせたりする指導の工夫を行う。こ

のような学習を繰り返すことで、児童は働かせる数

学的な見方・考え方を自覚し、学習のつながりを感

じたり、数学のよさに気付いたりすることができ、

児童の数学的な見方・考え方が豊かで確かなものに

なっていくと考え、研究題目を設定した。 

  

Ⅱ 研究の基本的な考え 

  

１ 数学的な見方・考え方を豊かで確かなものにす

る学習指導について 

(1) 数学的な見方・考え方について 

「解説」では「「数学的な見方・考え方」は、算

数の学習において、どのような視点で物事を捉え、

どのような考え方で思考をしていくのかという、物

事の特徴や本質を捉える視点や、思考の進め方や方

向性を意味する」3)とあり、児童が数学的な資質・

能力を身に付ける上で、大切なものである。そして

「算数科における「数学的な見方・考え方」は、

「事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目

して捉え、根拠を基に筋道を立てて考え、統合的・

発展的に考えること」」4)と定義されている。 

片桐重男（2017）は、「数学的な考え方」を数学

的に思考する「内容」と「方法」のカテゴリに分

け、具体的な内容を示している。また、片桐の「数

学的な考え方」は「解説」の示す「数学的な見方・
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考え方」と同様であるとし、「内容に関係した数学

的な考え方」を「見方」、「方法に関係した数学的な

考え方」を「考え方」と捉えている(2)。「解説」4)及

び片桐（2017）(3)を踏まえ、「数学的な見方・考え

方」を整理すると、表１にようになる。 

 
表１ 「数学的な見方・考え方」（稿者が作成） 

「解説」 

数学的な見方 数学的な考え方 
事象を、数量や図形及びそ

れらの関係についての概念

等に着目して捉えること 

根拠を基に筋道を立てて考え、統

合的・発展的に考えること 

片桐 

数学の内容に関係した 

数学的な考え方 

数学の方法に関係した 

数学的な考え方 

単位の考え 

表現の考え 

操作の考え 

アルゴリズムの考え 

概括的把握の考え 

基本的性質の考え 

関数の考え 

式についての考え 

帰納的な考え方 

類推的な考え方 

演繹的な考え方 

統合的な考え方 

発展的な考え方 

抽象化の考え方 
(―抽象化、具体化、理想化、条件の明確化の考え方―) 

単純化の考え方 

一般化の考え方 

特殊化の考え方 

記号化の考え方 
（―記号化、数量化、図形化の考え方―） 

  

片桐（2017）は「数学的な見方」について「位取

り記数法の考えのように、それ自身重要であるが、

ある特定の数学的な内容だけに用いられるものと、

単位の考えのように、ある内容領域だけに関係する

のでなく、いくつかの領域に共通して必要となる考

えとがある。」5)「これらを一つ一つ考察し、指導す

ることは極めて煩雑であり、かえってその効果も期

待できない。むしろ重要なのは、多くの内容に共通

にはたらく考え方である。」6)とし、算数科学習指導

における「数学的な見方」は、多くの内容に共通し

て働く考え方を指導することを述べている。 

黒澤俊二（2019）も、「数学的な見方・考え方」

を育てる授業を誰もが日常的に行うためには、「数

学的な見方・考え方」の意味を整理し、重点化する

必要性を述べている(4)。また「筋道を立てて考える

こと」をすなわち「論理的な考え方」とし、何かを

根拠として判断するという点で帰納的、類推的、演

繹的な考え方がこれに当たるとしている(5)。このこ

とから、本研究では「解説」に示される「数学的な

考え方」は「論理的な考え方」と「統合的・発展的

な考え方」と整理し、片桐の示す帰納的な考え方、

類推的な考え方、演繹的な考え方、統合的な考え

方、発展的な考え方の五つを重点とする。 

ここで、令和６年度用算数科教科書（以下、「教

科書」とする。）を見ると、出版社６者全てに「数

学的な見方・考え方」の具体的な内容の記述があ

り、内５者では特に大切な見方・考え方を表２のよ

うなキーワードやキャラクターで掲載している。 

 
 

表２ 教科書に見られる「数学的な見方・考え方」（「教科

書」を基に稿者が作成したもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

各者のキーワードは片桐の示す「数学的な考え

方」のカテゴリに該当しており、「教科書」では

「数学的な見方・考え方」を児童にも分かる言葉で

具体的に示し、働かせる「数学的な見方・考え方」

を意識させる工夫がなされている。さらに黒澤の考

えに基づいて整理した「数学的な考え方」の帰納的

な考え方、類推的な考え方、演繹的な考え方、統合

的な考え方、発展的な考え方の五つの考え方は、多

くの「教科書」が共通して取り上げている。しかし

その他の「数学的な見方・考え方」については、各

者の示す内容や表現が異なっており、片桐が述べる

ように全てを指導すると煩雑になるため、各者が重

点を決めて掲載していると考えられる。なお「教科

書」には、掲載している見方・考え方が全てではな

いことや、児童が自分で他の見方・考え方を見付け

ていくことを薦める記述も見られた。 

以上から、「数学的な見方・考え方」は多岐にわ

たる内容を含んでいるが、重点化した内容を児童に

示して学習指導を進めるのがよいと考える。 

(2) 数学的な見方・考え方を豊かで確かなものにす

るとは 

「解説」では、「「数学的な見方・考え方」を働か

せながら、知識及び技能を習得したり、習得した知

識及び技能を活用して探究したりすることにより、

生きて働く知識となり、技能の習熟・熟達にもつな

がるとともに、より広い領域や複雑な事象について

思考・判断・表現できる力が育成され、このような

学習を通じて、「数学的な見方・考え方」が更に豊

かで確かなものとなっていく」7)としている。つま

り、「数学的な見方・考え方」を働かせることで、

資質・能力が育成され、また、資質・能力の育成に

よって、「数学的な見方・考え方」が豊かで確かに

なるとされている。 

本研究では、児童の数学的な見方・考え方が豊か

になっているとは、数学の事象に出会ったときにど

 

教科書 

会社 
A 社 B 社 C 社 D 社 E 社 

名称 
考え方 

モンスター 

見方・ 

考え方 

算数のミカタ 

算数の考え方 

ひらめき 

アイテム 

考えの 

進め方 

数学的な

見方・ 

考え方 

キマリン きまりを見つける  きまりを見つける きまりをみつける 

オナジン 同じように考える  同じように考える 同じように考える 

ナーゼ 
わかっていることを

もとに考える 
 

学んだことを 

使って説明する 
わけをはっきりさせる 

マトメール 
共通点をさがして 

まとめる 
結びつけて考える 同じとみる 結びつけて考える 

 広げて考える 広げて考える ひろげる 広げて考える 

 
かんたんな場合で 

考える 
簡単な場合で考える   

 
いつでもいえるか 

考える 

いつもいえるか 

考える 
  

ベツアラワシ わかりやすく表す  図で考える 図を使って考える 

ヒトッツ   いくつ分で考える  

ワッケル   分ける  

カエカエ 

ソロエ 

着目する 

生活にいかす 

〈算数のミカタ〉 

計算のしかた 

図形の特ちょう 

面積の求め方 

量の比べ方 

変わり方のきまり 

形の見方  
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のような視点で物事を捉え、どのように思考するの

かが思い付く状態であると考える。数学的な見方・

考え方が確かなものになっているとは、育成する資

質・能力を身に付けている状態と考える。 

これらの状態にしていくには、児童にどのような

視点で問題を見るか、どのような思考の進め方があ

るか、といったことを意識させ、それらを使って問

題が解決できたという経験をさせることが大切と考

える。授業でこういった経験を繰り返し積むこと

で、児童は数学的な見方・考え方を働かせるよさを

感じ、自覚した数学的な見方・考え方を自在に働か

せて資質・能力を身に付けていく。 

したがって、数学的な見方・考え方を豊かで確か

にするには、数学的な見方・考え方を自覚させ、そ

れらを自在に働かせて問題解決できる経験を積ませ

ていくことが重要であると考える。 

  

２ 見通しと振り返りにおける「算数のアイテム」

の活用について 

(1) 算数のアイテム」について 

盛山隆雄（2018）は、問題をどう解いてよいか分

からない子供に対しては、「答えを教えるのではな

く、子どもが自ら動くことができるように着眼点を

教えたり、解決に用いる既習を教えたりすることが

得策」8)と述べている。また子供が「無意識に行っ

ていた解法を言語化することで、内在していた数学

的な見方・考え方が顕在化する」9)「言語化し、顕

在化することで、それを聞いていた子どもにとって

も、自分では気づけていなかった数学的な見方・考

え方に気づく」10)としている。「教科書」が数学的な

見方・考え方をキーワード化して掲載していること

も、見方・考え方を言語化し、児童に自覚的に働か

せることを大切にしているからであると考えられ

る。このことから、数学的な見方・考え方の具体的

な内容全てとはいかないまでも、重点化した視点や

思考の進め方を児童にも分かる言葉で示して意識さ

せ、自覚的に働かせていく学習指導の工夫が必要で

あると考えた。さらに、共通のキーワードを各学年

の教師が使うことで、学年を超えて連続性と統一感

をもった授業づくりもできると考えた。 

本研究での「算数のアイテム」とは、「教科書」

を参考に、所属校で作成した数学的な見方・考え方

のキーワードである。カードとして黒板に掲示し、

算数の授業で活用してきた。 

本研究では所属校の「算数のアイテム」を「①論

理的、統合的・発展的な考え方」と「②内容によっ

て使い分ける見方・考え方」に分けて、表３のよう

に作成し直した。 

「①論理的、統合的・発展的な考え方」は、前述

した黒澤の考えを基に、算数の学習において汎用的

であり大切な思考の進め方であり、より広い学習内

容において働かせることができる五つの考え方に整

理した。ただし、これらの考え方を児童が豊かで確

かにしていくためには、児童との対話の中で教師が

意図的に意識させたり、価値付けたりする必要があ

ると考える。 

「②内容によって使い分ける見方・考え方」は、

表１及び表２にある①以外の数学的な見方・考え方

から、「教科書」で共通して取り上げられている見

方・考え方や児童が自力解決前に意識することで、

問題解決に取りかかるヒントにできそうなものを選

択して整理した。 

 
表３ 「算数のアイテム」向島中央小学校 R7ver. 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2) 見通しと振り返りにおける活用について 

山本良和（2021）は、「数学的な見方・考え方」

を作業定義として図１のように表現している。 

 
〇「数学的な見方・考え方」は、生活体験等を通して生来的に備えてきた

物事に対する子どもの見方・考え方が基になっており、子どもが生活場

面や学習場面で無意識のうちに機能させているもの。 

〇「数学的な見方・考え方」として子どもが意識できるかどうかは、教師

や仲間からの数学的な効果に関する価値付けの程度に依存している。 

〇算数の授業は、子どもが自ら機能させている「数学的な見方・考え方」

を自覚する場面・機会であり、そこで「数学的な見方・考え方」を機能

させる効果を実感することによって、子どもは自発的にそれを働かせる

ようになる。 

図１ 「数学的な見方・考え方」（作業定義）（山本2021）11) 

 
「解説」の「数学的活動の取組における配慮事

項」の中では「算数の問題を解決する方法を理解す

るとともに、自ら問題を見いだし、解決するための

構想を立て、実践し、その結果を評価・改善する機

会を設ける」12)としている。さらに「見通しをもつ

際に、この問題はどのような点に着目して数学的な

見方・考え方を働かせると解決できるのかを考える

ことも大切」13)「問題解決した後で、どのような点

に着目して数学的な見方・考え方を働かせるとより

よく問題解決できたのかを振り返ることが大切」 14)

とある。 

 アイテム 考えのよさ 数学的な見方・考え方 

 きまりを見つける いくつか調べて、きまりを見つけたり、きまりを使って考えたりできる 帰納的な考え方 

 同じように考えてみる これまでにやったことと同じように考えるとわかることがある 類推的な考え方 

 
わけをはっきりさせる 新しいことも、前に学習したことを使うとわかったり説明したりできる 演繹的な考え方 

つなげる これまでの学習との共通点を見つけてまとめると、学習のつながりがわかる 統合的な考え方 

広げる 
「数や形が変わったら」「別の計算だったら」など、問題を少し変えてみると、 

新しい問題を見つけることができる 
発展的な考え方 

 

かんたんにする 数や形など、問題をかんたんに変えてみると、その問題がわかるようになる 単純化の考え方 

別の表し方をする 式や図、表など、別のものにおきかえて考えてみると、わかりやすくなる 
記号化、数量化、 

図形化の考え方 

１つ分を決める 
１つ分を決めると、そのいくつ分で表すことができ、 

大きさをくらべられたり、数の関係や共通点がわかったりする 
単位の考え 

形の部品をみる 辺、頂点、直角、辺の長さ、面、角などに注目すると、形の特徴が見えてくる 
図形の構成要素に 

着目する 

分ける 
問題文を短く分ける、数を位に分ける、形を習った形に分けるなどすると、 

問題を考えやすくなる 

単純化の考え方 

分割の考え方 

 

 
 
 
的
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・
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本研究では、山本の定義の「「数学的な見方・考

え方」を自覚する場面・機会」を「解説」で示す

「見通しをもつ」場面と「振り返る」場面として、

「算数のアイテム」を活用して意識させたり価値付

けたりする指導の工夫を提案したい。 

問題解決の方法の見通しをもつ場面で、どのよう

な見方・考え方を働かせたらよいかを「算数のアイ

テム」によって意識させたり、自己決定させたりし

て自力解決に向かわせるようにする。その際、どの

ように問題にとりかかればよいかが分からない児童

には、他者が挙げた「算数のアイテム」が参考にな

り、その中から選択して問題解決に取りかかること

ができると考える。また、本時の問題解決の過程を

振り返る場面で、働かせた見方・考え方を「算数の

アイテム」をキーワードとしてまとめたり、そのよ

さを価値付けたりすることで、どのような点に着目

し、どのように考えたら問題が解決できたかを自覚

させる。こうして児童がそのよさを感じられるよう

になると、次の問題解決の見通しで自覚的に見方・

考え方を働かせるようになっていく。このような学

習を積み重ねることで数学的な見方・考え方が豊か

で確かなものとすることができると考える。 

(3) 見通しと振り返りにおいて「算数のアイテム」

を活用する授業イメージについて 

第４学年「Ａ数と計算」の「小数のしくみ」の学

習における見通しと振り返りにおいて、「算数のア

イテム」を活用した授業イメージを表４に示す。 

 「算数のアイテム」は、本時で働かせる「数学的

な見方・考え方」を顕在化させるために、児童に選

択させたり、児童との対話の中で教師が意図的に提

示したりして活用する。 

 
表４ 授業イメージ 

授業展開 学習活動  ●発問例 
〇児童の反応例 

【 】算数のアイテム 

アイテムを活用 

する際の留意点 

見 

通 

し 
既
習
の
振
り
返
り 

1/10の位までの小数の計算の仕方

を振り返る。 

●0.2＋0.3はどうやって計算しま

したか。 

●２＋３はどういう意味でした

か。 

〇２＋３を使った。 

〇筆算をした。 

〇0.1の何こ分か。 

【1つ分を決める】 

〇1/10の位の計算。      

【分ける】 

 

以前の学習で働かせた

数学的な見方・考え方

を想起させる。 

問
題
提
示 

問題を知る。 

 

 

 
 

●どうやって計算するといいです

か。 

 

 

 

 
 

〇３年生の時と同じように

計算する。 

【同じように考えてみる】 

〇0.01をもとにする。 

【1つ分を決める】 

〇位ごとに分ける。 

〇筆算する。  【分ける】 

 

 

 

 
 

以前の学習との内容の

つながりをもたせる。 

 

児童が働かせている見

方・考え方を意識さ

せ、学級全体で共有す

る。 

めあてを確認し、見通しを立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●どのように計算するか説明しま

しょう。 

解決の仕方を決める。 

●どんな風に計算の仕方を説明し

たらいいですか。 

〇1つ分を決める。 

【1つ分を決める】 

〇位ごとに分ける。 

【分ける】 

〇図に描いて説明する。 

【別の表し方をする】 

本時の問題解決方法を

自己決定させる。 

問
題
解
決 

自
力
解
決 

 

自
力
解
決 

計算の仕方を考える。 

●どうやって計算するのか説明し

ましょう。 

 

〇0.01の何こ分で考える。 

【1つ分を決める】 

〇位ごとに分けて考える。 

【分ける】 

〇位取り表を用いて、位ご

とに分けて考える。 

    【別の表し方をする】 

〇筆算の手順を説明する。 

【分ける】 

 

集
団
解
決 

それぞれの考えを伝え合い、検討

する。 

●〇〇くんはどんな風に考えてい

ましたか。 

●みんなの考えに同じところはあ

りましたか。 

 

筆算による計算方法をまとめ、練

習問題をする。 

 

 

【1つ分を決める】 

【分ける】 

〇0.1までの時と同じ。 

〇整数の計算にしている。 

【つなげる】 

 

振 

り 

返 

り 

ま
と
め 

本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

【1つ分を決める】 

【分ける】 

【つなげる】 

本時の大切な見方・考

え方を振り返ってまと

め、共有する。 

振
り
返
り 

振り返る。 

●今日の学習を振り返りましょ

う。 

●これまでの学習とつながること

がありましたか。 

●今日の学習を基に、どんな新し

い問題ができそうですか。 

 

〇思った通り１つ分を0.1か

ら0.01に変えるだけで、

前の小数の計算と同じよ

うにできた。 

【１つ分を決める】 

【つなげる】 

〇小数の計算は整数と計算

と同じように筆算でき

た。    【つなげる】 

〇たし算ができたから、ひ

き算も同じようにできる

と思う。    【広げる】 

 

自己決定した方法や授

業で学んだ方法を振り

返り、よさを自覚した

り、学習とのつながり

を意識させたりする。 

  

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

  

１ 研究の仮説 

見通しと振り返りにおいて「算数のアイテム」を

活用した算数科学習指導の工夫を行えば、児童が働

かせる見方・考え方を自覚し、それらを自在に働か

せながら問題を解決することができ、数学的な見

方・考え方を豊かで確かなものにすることができる

であろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

第４学年「Ａ数と計算」領域の「小数のしくみ」

の単元において、見通しと振り返りにおける「算数

のアイテム」を活用した授業を行う。 

本単元における数学的な見方・考え方を豊かで確

かなものとした姿とは、①授業で自覚した数学的な

見方・考え方を自在に働かせていること、②数学的

水がポットに1.75Lや
かんに2.64L入っていま
す。水は、合わせて何L
ありますか。 

1.75＋2.64は、1つ分
を決めるか、位ごとに
分けて、整数の計算と
同じように計算する。 

1.75＋2.64はどうや
って計算するのかな。 
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な見方・考え方を働かせて問題を解決できているこ

との二つとする。検証の視点と方法については、表

５に示す。 

 
表５ 検証の視点と方法 

 検証の視点 方法 

１ 
児童の数学的な見方・考え方は豊かで確かなものに

なったか。 

ポストテスト 

児童のノート記述 

２ 
児童が数学的な見方・考えを豊かで確かなものにし

ていくために、見通しと振り返りにおける「算数の

アイテム」の活用は有効であったか。 

事前・事後アンケート 

児童のノート記述 

 

Ⅳ 研究授業について  

〇 期 間 令和７年６月25日～令和７年７月11日 

〇 対 象 所属校第４学年（２学級60人） 

〇 単元名 小数のしくみ 

〇 目 標 

 小数の意味や表し方について理解し、加法及び減

法の計算をできるようにするとともに、数学的な表

現を適切に活用して小数の仕組みや計算の仕方を考

え、十進位取り記数法を基に整数や小数の仕組みを

考えた過程を振り返り、そのよさに気付き今後の生

活や学習に活用しようとする態度を養う。 

〇 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

評価規準 

1/100の位、1/1000の

位の小数の表し方や

仕組みについて理解

し、小 数の 大小比

較、単名数・相対的

な数の大きさで表す

などの基本的な問題

や、小数の加法や減

法の計算問題を解く

ことができる。 

数の仕組みや数を

構成する単位に着

目して、位ごとに

分けたり単位を決

めたりして小数の

加法及び減法の計

算の仕方を考えて

いる。 

小数とその計算につい

て、整数や小数の仕組

みと関連付けて考えた

過程を振り返り、多面

的に捉え検討してより

よいものを求めて粘り

強く考えたり、数学の

よさに気付き学習した

ことを生活や学習に生

かそうとしたりしてい

る。 

〇 単元計画（全13時間） 
時

間 
・主な学習活動 【主に活用する「算数のアイテム」】 

１ 
・0.1より小さいはしたの表し方を考える。 

【同じように考えてみる】【つなげる】【分ける】【１つ分を決める】 

２ 

・1/100の位までの数について、それぞれの位の数字が表す大きさを調べる。 

・0.001の書き方と読み方を知る。 

【同じように考えてみる】【つなげる】【広げる】【１つ分を決める】【分ける】 

３ 
・1/1000の位までの数の構成と位取りを調べ、1/100の位、1/1000の位の意味を知る。 

【同じように考えてみる】【つなげる】【広げる】【別の表し方をする】  

４ 

・位取り表を用いて、小数を10倍した数や1/10にした数についてまとめる。 

・0.01を基に、小数の数の大きさについて考える。 

【同じように考えてみる】【つなげる】【わけをはっきりさせる】【つなげる】【別の表し方をする】  

５ 
・位取り表や数直線を用いて小数の大小を比べ、不等号を用いて大小関係を表す。 

【同じように考えてみる】【別の表し方をする】【１つ分を決める】【分ける】  

６ 

・単名数の表し方を知る。 

【わけをはっきりさせる】【つなげる】【広げる】【別の表し方をする】【１つ分

を決める】【分ける】 

７ 

・ 

８ 

・1/100の位までの小数の加法の仕方を考え、整数の加法の筆算と同じように計算できることを説

明する。 

・小数の桁が揃っていない場合の計算の仕方について考え、説明する。 

【同じように考えてみる】【つなげる】【別の表し方をする】【１つ分を決める】【分ける】  

９ 

・ 

10 

・1/100の位までの小数の減法の仕方を考え、整数の加法の筆算と同じように計算できることを説

明する。 

・小数の桁が揃っていない場合の計算の仕方について考え、説明する。 

【同じように考えてみる】【つなげる】【別の表し方をする】【１つ分を決める】【分ける】  

11 

・数直線を用いて、小数を整数と小数の和とみたり、0.01のいくつ分とみたりするなど、いろい

ろな表し方を考える。 

【つなげる】【かんたんにする】【別の表し方をする】【１つ分を決める】【分ける】  

12 ・様々な問題に取り組み、学習内容を振り返る。（ポストテスト） 

13 ・単元末テストを通して、定着度を知る。 

 
Ⅴ 研究授業の分析と考察 

 
１ 児童の数学的な見方・考え方は豊かで確かなも

のになったか 

(1）自覚した数学的な見方・考え方を自在に働かせ

たか 

ポストテストのうち、児童が単元の学習を通して

自覚した数学的な見方・考え方を自在に働かせたか

を検証するため、0.489と0.6の大きさの比べ方を説

明する問題を設定した。この問題では、0.001のい

くつ分かで小数を整数に表して大きさを比べる「１

つ分を決める」見方・考え方や、位ごとに分けて大

きな位から順に比べる「分ける」見方・考え方、位

に分ける際に位取り表に表し説明をする「別の表し

方をする」見方・考え方を働かせることを想定し

た。研究授業で働かせてきたこれらの見方・考え方

のどれかについての記述が見られる場合を、児童が

どのような視点で問題を捉え、どのように思考する

のかを思い付いたとし、「自覚した数学的な見方・

考え方を自在に働かせている」と捉え、分析を行っ

た。その結果を表６に示す。 

 
表６ 数学的な見方・考え方が表出した記述状況（人数） 

１つ分を決める ８ 

分ける 38 

別の表し方をする（位取り表） 17 

別の表し方をする（0.1Ⅼマス図） １ 

同じように考える １ 

数学的な見方・考え方に該当する記述なし ５ 

無回答 １ 
（ポストテスト実施日に出席した55人を対象に集計。複数該当を認める。） 

 

 表６から授業で働かせてきた数学的な見方・考え

方を問題に合わせて選択し、解答した記述が多く見

られた。想定以外の記述では、0.1Ｌマス図を用い

た説明や、内容は間違っているが「整数と同じよう

に」という言葉を使った記述が見られた。無回答の

児童にも空の位取り表を描いた形跡があり、授業で

使ってきた「算数のアイテム」に関連する数学的な

見方・考え方を働かせようとしていたことが分かっ

た。一方で想定した数学的な見方・考え方は働いて

いたが、「桁の数」と「数の大きさ」の関係を整数

と同じように捉えて「桁の多いものが大きい。」と

する記述や、反対に「小数は桁が少ない方が大き

い。」とする記述も見られた。これらの児童は「算

数のアイテム」を使って整数と「同じように」考え

られることと、小数の単元で新たに認識すべきこと
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が混同し、誤った統合がなされたと考えられる。 

 見方・考え方を自在に働かせた児童のうち、研究

授業とのつながりが特徴的だった児童Ａの記述を図

２に示す。 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
図２ 児童Ａの授業のノート記述とポストテストの記述 

 

児童Ａは授業で小数の加減法を説明する際には、

「１つ分を決める」を得意として自力解決に取り組

んできた。そこで身に付けた数学的な見方・考え方

を、ポストテストの大きさ比べの問題にも適応させ

て問題解決できていることが分かる。 

次に、児童Ｂの記述を図３に示す。 

 

 

 
 

 

 
 

 

図３ 児童Ｂのポストテストの記述 

 

 児童Ｂは、授業において自分で解決方法を思い付

くことが難しく、友だちのやり方やまとめを聞いて

解くことが多かった児童である。しかし、この大き

さ比べの問題では、授業中に「別の表し方をする」

アイテムを活用して作成した位取り表を自ら描き、

位ごとに「分ける」説明をすることができた。 

 以上から、児童が単元の学習を通して自覚した数

学的な見方・考え方を自在に働かせて問題解決を図

ろうとしたと考える。 

(2）数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決で

きたか 

数学的な見方・考え方を働かせて問題を解決でき

たかを検証するため、5.864－3.213の計算の仕方

を、0.001のいくつ分かを用いて整数の計算で説明

する「１つ分を決める」と、十進位取り記数法に基

づいて位ごとに計算する「分ける」の、二つの考え

方で説明を求める問題を設定した。「0.001をもとに

すると」といった「１つ分を決める」考えで説明を

記述した児童は78％、小数を位ごとに「分ける」考

えで説明を記述した児童は80％いた。しかし、両方

の考え方で正しい立式と計算を行って完答した児童

は33％であった。計算間違いや問題の写し間違い、

加法として計算する誤答が目立った。問題場面を丁

寧に読んだり見直したりする指導や、反復練習、誤

答指導などの習熟を図る手立てが十分にできなかっ

たため、授業で学んだことを問題場面で適切に発揮

するまで定着させられなかったと考える。 

以上より、自覚的に数学的な見方・考え方を働か

せても、問題を解決することには課題が残った。 

 

２ 児童が数学的な見方・考え方を豊かで確かなも

のとしていくために、見通しと振り返りにおける

「算数のアイテム」の活用は有効であったか 

(1) 「算数のアイテム」の活用の実際 

 研究授業第５時における見通しと振り返りの板書

を図４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ 「算数のアイテム」を活用した板書（第５時） 

 

単元前半での児童は、カードを選択して自力解決

に取り組むことに慣れない様子であった。しかし、

自力解決の方法を決めたり、「算数のアイテム」と

関連付けたキーワードで穴抜きのまとめを埋めたり

して、「算数のアイテム」を使った問題解決やその

よさを振り返ることを繰り返すと、児童の方から

「今日も「わけをはっきりさせて」説明するんでし

ょ。」とめあてを立てたり、カードを指定して見通

しを立てたりするようになった。単元後半の計算場

面では「ひき算もたし算と同じようにできるから、

今日は自分たちでめあてもまとめもできるよ。」と

授業を進め、「小数のひき算も位ごとに分けたり、

１つ分を決めたりして整数の計算と同じように計算

できる」といったまとめを書いて、問題解決の方法

を振り返ることができた。 

(2) 事前・事後アンケートの結果から 

 研究授業の実施前後に同じ内容のアンケートで、

意識の変容を調査した結果を表７に示す。六つの質

問に対して「１ そう思わない」「２ どちらかと

いえばそう思わない」「３ どちらかといえばそう

思う」「４ そう思う」の４段階で回答を得た。 
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表７ 事前・事後アンケートの結果（人数） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
(事前・事後アンケート両方の実施日に出席した児童48人を対象に集計) 

 

表７から、事後アンケートで全ての項目において

「４ そう思う」の回答が増えていることが分か

る。また質問番号１、２、４については、肯定的な

回答が90％を超えた。自分の考えを表現することに

関わる質問番号３は、事前アンケートで肯定的回答

が69％と最も低かったが、事後では６項目中最も多

い12pt増加し、81％となった。質問番号６における

肯定的回答の割合はほぼ変わらなかった。「算数の

アイテム」での統合的な考え方は「つなげる」のカ

ードで設定したが、児童は統合的な考え方も類推的

な考え方も「同じように」という言葉で表現して見

方・考え方を働かせていたため、統合的に考えた経

験を「これまでの学習とのつながり」であると感じ

にくかったことが要因の一つと考えられる。 

 しかし、多くの児童が「算数のアイテム」を使用

することが、自分の考えをもったり伝えたりするこ

とに役立つと感じていることが分かった。 

(3）児童のノート記述から 

本単元の学習における、第２時と第11時の児童記

述を表８のように分類し、クロス集計した結果を表

９に示す。 

 
表８ 記述類型 

Ⅳ 
見通し場面で「算数のアイテム」に基づく解決方法を自己選択して自力解決に取り組み、振

り返り場面で「算数のアイテム」に基づくまとめや振り返りを行っている。 

Ⅲ 
見通し場面で「算数のアイテム」に基づく解決方法を自己選択して自力解決に取り組んでい

るが、振り返り場面では「算数のアイテム」に基づくまとめや振り返りを行っていない。 

Ⅱ 
見通し場面で「算数のアイテム」に基づく解決方法を自己選択していないが、振り返り場面

では「算数のアイテム」に基づくまとめや振り返りを行っている。 

Ⅰ 
見通し場面で「算数のアイテム」に基づく解決方法を自己選択しておらず、振り返り場面で

「算数のアイテム」に基づくまとめや振り返りを行っていない。 

 
表９ 第２時と第11時のノート記述クロス集計（人数） 

第11時 

第２時 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 合計 

Ⅳ ７児童Ⅾ ０ ０ ０ ７ 

Ⅲ 15 ４ ０ ０ 19 

Ⅱ ３ ０ ０ ０ ３ 

Ⅰ   12児童Ｃ ７ ２ ０ 21 

合計 37 11 ２ ０ 50 
(第２時、第11時両方の授業に出席した児童50人を対象に集計) 

 

表９から、単元終末の授業において39人の児童の

記述内容が向上したことが分かる。「算数のアイテ

ム」を使って見通し場面で問題解決方法を自己決定

させる展開が繰り返されたことで、児童は「今日は

どのカードを使って考えようか。」「前と同じように

してみようか。」と授業に取り組む姿が見られた。 

児童Ｃの記述を図５、児童Ｄの記述を図６に示

す。児童Ｃは第２時では問題解決の方法を自己選択

できず、「算数のアイテム」に基づく数学的な見

方・考え方に関わる振り返りが記述できなかった

が、第11時での3.45を多様な見方で表現する問題で

は、単元で繰り返し活用してきた「１つ分を決め

る」「分ける」のカードを使って自分の考えを書く

ことができた。第11時の3.45の見方は、「１つ分を

決める」「分ける」「別の表し方をする」のほか、

「かんたんにする」を使った表現の式化を想定して

いたが、児童Ｄは単元で自覚してきた見方・考え方

を自在に働かせ、それ以上にいろいろな見方で小数

を表すことができた。「算数のアイテム」を使った

学習をヒントに、自分で見方・考え方を広げた姿が

見られた。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５ 児童Ｃのノート記述（第２時→第11時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図６ 児童Ｄのノート記述（第11時） 

番号 質問内容 1 2 3 4

事前 1 4 22 21

事後 0 3 17 28

事前 1 7 22 18

事後 2 2 18 26

事前 3 12 13 20

事後 2 7 17 22

事前 6 2 19 21

事後 2 2 18 26

事前 4 2 19 23

事後 2 4 10 32

事前 4 4 15 25

事後 2 7 13 26

4
「算数のアイテム」を使ってせつ明してもらうと、他の人の考えがわかり

やすくなる。

5
「算数のアイテム」があると、今日の学習で大切だったことをまとめやす

い。

6
「算数のアイテム」を使ってふり返ると、これまでの学習とのつながりが

わかりやすい。

1
授業の見通しの時に「算数のアイテム」を使うと、問題のどんなことに注

目すればいいかや、どんな方法で考えたらいいかがわかる。

2
問題のどこに注目するかや、どんな考え方をしたらいいかがわからないと

きに、「算数のアイテム」があると、どうすればよいかの助けになる。

3
「算数のアイテム」を使うと、自分の考えを相手にわかりやすく伝えるこ

とができる。
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以上から、「算数のアイテム」という共通のキー

ワードで繰り返し見方・考え方が言語化され、価値

付けられることで、児童はどのような視点で問題を

見るか、どのような思考の進め方があるのかを自覚

するようになり、自力解決への見通しをもったり、

数学的な見方・考え方を自在に働かせたりするよう

になったと考えられる。 

 

Ⅵ 研究のまとめ  

  

１ 研究の成果 

○ 「算数のアイテム」を活用した研究授業を通し

て、児童はどのような視点で問題を見るか、どの

ような思考の進め方があるかを自覚することがで

きた。自覚によって選択肢が生まれ、それらを自

在に働かせて自力で解決に取りかかることがで

き、次の学習でも同じようにやってみようとする

姿にもつながった。このことから、数学的な見

方・考え方を豊かで確かなものにしていくため

に、見通しと振り返りで「算数のアイテム」を活

用することは有効であることが分かった。 

○ 「算数のアイテム」を活用し、数学的な見方・

考え方を働かせたことは、児童の中で問題解決の

表現の仕方とも紐付いて自覚され、計算の仕方や

大きさ比べの仕方などの説明を要する問題で、児

童が自分の考えを表現できたことも成果であった

と考える。 

  

２ 研究の課題 

○ 「算数のアイテム」を使うことで、児童の数学

的な見方・考え方を豊かにすることには一定の成

果があったが、問題を解決できるところまで定着

させ、確かにすることには課題が残った。数学的

な見方・考え方を働かせる授業づくりと、技能を

習熟させたり、習得した知識及び技能を活用させ

たりする取組との両輪で進めることが必要であ

る。 

〇 「算数のアイテム」をキーワードとして扱うこ

とで、類推的な考え方も統合的な考え方も児童の

中で「同じように」といった言葉で整理されてい

た。「同じ」の中で整数と小数の共通点と相違点

が混同し、誤った統合を行った児童がいた。何を

「同じ」として統合的に捉え、何を「違い」とし

て学習を発展させていくかを教師が整理しておく

必要がある。 

  

３ 成果と課題を踏まえた今後の方向性 

○ 数学的な見方・考え方を「算数のアイテム」に

よって顕在化させ、働かせる見方・考え方を自覚

させて自力解決に向かわせたり、振り返り場面で

それらを価値付けたりする授業づくりと、資質・

能力を定着させる取組との両輪で、児童の数学的

な見方・考え方を更に豊かで確かなものにしてい

きたい。しかし、「算数のアイテム」がキーワー

ドであるために、内容の捉え方にずれが生じる場

合がある。これは、使用する所属校の教師同士で

も生まれることが想定される。言葉だけにとらわ

れず、数学的な見方・考え方を働かせた、目指す

児童の姿を具体的に整理し、共通理解を図って使

用することで、学年を超えて連続性と統一感をも

った授業づくりをしていきたい。また、本研究で

は系統性が分かりやすい「Ａ数と計算」領域の小

数の授業で研究授業を行ったが、他単元や他領域

においても授業研究を推進していきたい。 

 

 

【注】 
(1) 文部科学省（平成30年）：「小学校学習指導要領（平成29

年告示）解説算数編」日本文教出版p.7に詳しい。 

(2) 片桐重男（2017）：「数学的な考え方・態度とその指導１

名著復刻 数学的な考え方の具体化」明治図書出版まえが

きに詳しい。 

(3) 片桐重男（2017）：前掲書pp.123-222に詳しい。 

(4) 黒澤俊二（2019）：「「数学的な考え方」という用語は何

を意味するのか―小学校算数における「数学的な考え方」

の意味と意義―」立教大学教育学研究年報63巻pp.88-89に
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